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阪神大震災以前の旧耐震基準で設計・施工されたボックスカルバートなどの壁やスラブは、

せん断補強筋が少ないため、現行の耐震基準ではせん断耐力が不足し、補強が必要となる場合

がある。これまでに鉄筋挿入などによるせん断補強が実施されている例があるが、数十 cm 間

隔で膨大な本数の鉄筋を挿入するため、施工性や工期、工費の面で課題が残されている。この

ような課題を解決するため、2～3m 間隔で部材に溝を切って T 型のプレートを挿入すること

で、せん断耐力を向上させる補強工法を開発した。 
開発に当って行った種々の性能確認試験の結果、プレートによってせん断補強鉄筋と同等のせん

断補強効果が得られ、プレートの付着を考慮することで補強後のせん断耐力を評価できること、確

実に施工ができること等が明らかとなった。 

 

 


